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テーマ① 帰還に向けた課題・帰還の条件

●避難指示が解除されて帰町するとしたら、どのような不安が出てくるでしょうか。

また、どのような課題や問題点が出てくるでしょうか。

●どのような条件や支援が整えば、避難指示解除後に

「安心して帰町できそう」と思えるでしょうか？

帰還困難区域の取扱いに関する基本的な方針のなかで、

「復興拠点等の整備が概ねできた段階で、当該地区の避難指示を解除する。」

と示されていますが、

・放射線の影響は？ ・線量情報がもっとあればなぁ。

・子どもの教育や友達は？ ・みんなは戻るのかな？

・地震などの災害があったら？ ・住む場所や仕事は？

・本当に必要な生活インフラは揃っているかな？
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テーマ② 両竹・浜野地区に関する考え方

双葉町の唯一の避難指示解除準備区域である両竹・浜野地区の復興事業はすでに動き出

しており、今後、避難指示の解除に向けて先行的に整備が完了することが想定されますが、

●両竹・浜野地区に関する考え方について、皆さんのご意見をお聞かせください。

両竹・浜野地区の避難指示が解除されれば、

①一時帰宅の利便増進

②中野地区復興産業拠点への企業立地の加速化

③復興祈念公園・アーカイブ拠点施設等への来場者増加

などによる人の流れの強化と、それに伴う町の復興の加速化が期待されます。

一方、津波被災地である両竹・浜野地区では多くの家屋が被害を受けており、避難指

示が解除されたとしても、避難住民の帰還環境が整ったと言えるでしょうか？

少なくとも、地域の帰還環境の整備という点では、他の町内復興拠点の住民と一体的

に整理し、両竹・浜野地区の住民が賠償や生活再建支援等において不当に不利な扱い

を受けることがないよう、国等の方針を注視する必要があるのではないでしょうか。
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テーマ③ 復興拠点での事業再開

●復興拠点等において、認めてもらいたい事業や実施したい事業はありますか。

●どのような活動が認められれば（どのような要件が緩和されれば）、事業の

円滑な展開が図られるでしょうか。

帰還困難区域の取扱いに関する基本的な方針のなかで、

「復興拠点等において、事業の再開または新設を伴う事業を実施できるよう、事業実施の

要件の見直しを行う。」と示されていますが、

帰還困難区域
①復旧・復興に不可欠な事業
・廃棄物処理、ガソリンスタンド、金融機関など

居住制限区域
①主要道路における通過交通
②住民の方の一時的な帰宅（宿泊不可）

③公益を目的とした立入

（除染、防災・防犯、公的インフラ復旧、農地保全管理など）

④復旧・復興に不可欠な事業
（廃棄物処理、ガソリンスタンド、金融機関など）
⑤地域の経済基盤となる雇用の維持・創出に不可欠である事業
ア 復旧・復興に携わる事業者や一時帰宅者などを対象とした事業
（小売店、食堂、診療所など）
イ 製造業など居住者を対象としない事業
ウ 営農
⑥上記諸活動に付随する又は準じる作業実施のための立入り

＊記載以外の要件や別途手続きが必要な場合があります。

避難指示解除準備区域

①主要道路における通過交通

②住民の方の一時的な帰宅（宿泊は不可）

③公益を目的とした立入（除染、防災・防犯、公的インフラ復旧、

農地保全管理など）

④復旧・復興に不可欠な区域内の事業所の再開又は新設を

伴う事業（廃棄物処理、ガソリンスタンド、金融機関など）

⑤復旧・復興に携わる事業者や一時帰宅者などを対象とした

事業（小売店、食堂、診療所など）

⑥製造業など居住者を対象としない事業

⑦営農・営林

⑧上記諸活動に付随する又は準じる作業実施のための立入り

避難指示区域内において認められている活動
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テーマ④ 復興拠点外の整備

●JR双葉駅周辺・中野地区復興産業拠点以外の地区において、双葉町に

とっての「伝統・文化のシンボルであり、人の交流拠点」として整備したい場

所はありますか？それはどのような場所ですか？

帰還困難区域の取扱いに関する基本的な方針のなかで、

「復興拠点外であっても、市町村の伝統や文化のシンボルであり、人が交流する拠点を市

町村が整備をする場合は、国がそれを支援する。」と示されていますが、
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テーマ⑤ 自由テーマ

●本日採り上げるテーマに関わらず、自由なテーマで意見交換してください。

例えば、

○今回出された帰還困難区域に関する方針や日々の新聞などのメディアでの報道等について、

どのようなことを考えたり、思ったりしますか？

○避難先での生活や、今後の帰町について、ご家族やほかの町民の方と話をすることはありますか？

どのようなことが話題になりますか？

○「復興シンボル軸」、「旧道」等の愛称を考えてみましょう。 など

テーマ⑥ 感想

●今年度のワークショップの感想をお願いします。


